
 

 令和５年７月１９日 

 早島支援学校 

 ＮＯ．２ 

 進路係発行 

  高等部現場実習報告（ＡＢ高） 
 高等部の前期現場実習が行われました。それぞれの進路希望に合わせて実習先を決め、

個人目標を設定して実習に取り組みました。事業所の雰囲気を感じながら活動に参加した

り、スタッフや他の利用者の方とコミュニケーションをとったりするなど、慣れない場所

でも落ち着いて過ごすことができました。保護者の皆様、送迎やお弁当の用意、実習日誌

の記入、反省会への参加など、御協力ありがとうございました。 
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倉敷市障がい者デイサービスセンター 

 

 

 

倉敷市障がい者デイサービスセンター 

 

 

ひだまりいろ 

 

 

 

 

巻き糸を使って飾り付け、制作を楽し
みました。 

 

えん 

 

 

 

 

 

 

 

サッカーをしました。車椅子をこい

でボールを運んでいます。 
カラオケ、ビンゴゲームを楽しみま

した。 

塗り絵で、星をきれいに塗りました。 

箸入れや、ランチピックの仕分け

作業を頑張りました。 

７月のカレンダーづくりを頑張りま

した。 

ゆったりとストレッチをしまし

た。リラックスできました。 

壁紙のサンプル剥がしをしまし

た。時間いっぱい頑張りました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所開所のお知らせ 
☆スマイル（就労継続支援 A 型事業所） 

 ・R５年 8 月開所予定 

 ・定 員：10 名 

 ・開所日：月～金 ９：３０～１５：００ 

 ・休 日：月８日（シフト制）土曜、祝日は会社カレンダーによる。 

 ・作業内容：①プラスチックハンガーの洗浄・消毒、箱詰め作業。 

       ②使えなくなったハンガーを金属とプラスチックに分け、粉砕 

機に入れる。 

 ・住所：岡山市南区新保６７４―２５ 

 
 
☆共生デイ アルク（生活介護） 
 ・R５年 4 月開設 
 ・定 員：30 名 
 ・開所日：月、火、木、金、土 ９：３０～１６：３５ 
 ・送 迎：有（要相談） 
 ・医療的ケア：吸引は可能。注入は要相談。 
 ・住 所：倉敷市乙島７１８３－１ 
 
 
☆ふなお（就労継続支援 B 型事業所） 
 ・R5 年２月開設 
 ・開所日：月～金 ９：３０～１５：３０ ※左記以外の時間は要相談 
 ・休 日：土、日 
 ・作業内容：お弁当の盛り付け、料理の仕込み、在宅就労支援、配達（スタッフ同行）、

買い物（スタッフ同行）、簡単な軽作業 
 ・送 迎：有 
 ・昼 食：有（200 円） 
 ・住 所：倉敷市船穂町船穂２８４６－４ 
 
 

※事業所見学を御希望の方は学校が各事業所と調整しますので、見学希望日時を担任まで

お知らせください。決まり次第御連絡いたします。また、他の事業所の見学希望や相談し

たいこと等あれば、お気軽にお申し出ください。 

 

ありがとうファーム 
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他の利用者さんと協力して、ワーク

ショップの看板作りをしました。 

アイロンビーズでコースターを作

りました。 

背景の色を工夫しながらバースデ

ーカードを作りました。 



 

 

～「地域で暮らす」～児童期から成人期に向けて～  

６月２０日（火）進路講演会を行いました。講師と

して倉敷地域基幹相談支援センター施設長の永田 拓

様をお招きし、「地域で暮らす」 ～児童期から成人期

に向けて～という演題でご講話いただきました。 

障害者総合支援法についてや相談支援専門員につい

て、また卒業後に多く寄せられる相談についてなど、

実際に関わってこられた事例を含めてお話いただきま

した。事後アンケートに寄せられた質問にご回答いた

だいたので、掲載します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路講演会での質問への回答 
進路講演会では、多数の方の御参加ありがとうございました。事後アンケートで記入され

ていた質問について、講師の永田様に御回答いただいたので御一読ください。 

 

Q，自らが役場などに行かないと情報が入らないという現状はどうか工夫できませんか？  

A，⇒「福祉」とつながることで格段と情報が入りやすくなります。例えば卒業後に生活介

護を御利用されるようになると、事業所の管理者の方と定期的にコミュニケーションをとる

ことになります。これは他のサービスも同様です。私は民間事業者ですが、事業所には日々

様々な情報が行政や職能団体などから入ります。情報が事業所に入る理由は、利用者の方に

届けるためです。事業所によるご利用者の方への情報の届け方は様々です。口頭の場合もあ

れば、書面の場合もあります。必要なことはその情報をきちんとキャッチして、わからない

場合は相談支援専門員さんなどと一緒に理解しようとすることではないでしょうか。卒業後

しばらくは保護者の皆さまが担われることになるかと思いますが、将来は成年後見人さんな

ど、今とは違う方も子どもさんを支える支援チームの一員になっていることと思います。保

護者の方が今日まで築いてきたネットワークはさらに進化しながら、でも必要なことは引き

継がれていきます。まだ見ぬ支援者のためにも、引き継いでいくべきことを確立していただ

けたらと思います。  

 

Q，相談員さんとつながるにはどうしたらいいですか？  

A，⇒各地域の相談支援Ⅰ型事業所（R５進路の手引き又は R5 進路に関する資料集参照）や

障害福祉課に保護者から連絡すれば、各担当の方がつないでくれます。現在の法律では一部

のサービスを除いて、福祉サービスを利用する場合は相談支援専門員さんが作成する計画（サ

ービス等利用計画）が必要となります。サービスを使うことを決めた際に多くの利用者さん

とそのご家族は相談支援専門員さんとつながることができるようになります。 在学中の間に

信頼できる相談支援専門員さんを見つけていただけたらと思います。 

 進路講演会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期 主な進路行事予定 
７、８月 倉敷市生活介護事業所説明会（７／２７：倉敷まきび支援学校） 

福祉制度説明会：各居住地域（高１） 

進路相談会・地区別懇談会：各居住地域（高２） 

９月  岡山市生活介護事業所説明会（オンライン） 

１０月 福祉の参観日（AＢ高３年生） 

１１月 後期産業現場等における実習（高１・２・３年） 

社会人講師による進路学習（高等部の対象者） 

校内実習（高等部の対象者）   

１２月    進路について語る会（AB 部）※保護者座談会同時開催（AB 部） 

進路説明会（中学部） 

昨年度、社会保険労務士の藤原様から 

ご回答いだいたアンケートより 

 
Q１：障害年金の更新で有期認定の場合、更新の案内は届きますか？ 

     ↓ 

 A１：更新案内が御自宅に届きます。 

 

Q２：子どものお金の管理を誰にどのようにお願いすればよいか？兄弟児に頼むの

ではダメなのか？など。 

    ↓ 

A２：親族以外であれば「後見人」になるのかな?と思います。 

それをいつのタイミングでするのか? 

イメージがつかないと思うので、今から「後見人」についての概要などを調べ

るには十分に時間があると思います。 

福祉サービスを受けられていれば相談支援専門員へ。もしくは最寄りのⅠ型事

業所に聞いてみるのもよし。社会福祉協議会も後見人制度はご存じです。あと

は親同士で調べ合うのもいいかもしれないです。 

 

 Q３：記録を残すのは何に必要なのでしょうか？何を申請するのに必要なのでしょ

うか？（身障１級手帳、療育 A を持っています） 

  ↓ 

 A３：障害年金の申請で必要になります。また、施設入所される場合に生育歴を尋

ねられることがほとんどです。また、親が居なくなった時に子どもの生きざ

まを知る人が居なくなるため記録が必要だと思います。 

 


